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規律と日課のなかにこそ自由は生まれる

(パートランド・ラッセル)

―食文化を楽しむ会風景から一

総
会
開
催
の
御
案
内

「退
職
者
こ
だ
ま
会
」
第

一
五
回
定
期
総
会

新
緑
の
鮮
や
か
な
季
節
も
終
り
、
総

会
を
迎
え
ま
す
。
キ
様
お
元
気
で
お
過

し
の
こ
と
と
存
じ
ま
す
。

金
融
不
安
、
年
企

・
医
療
　
桁
祉
の

改
悪
が
続
き
、
介
護
保
険
、
さ
ら
に
新

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
法
が
登
場
し
て
き
ま
し

た
。
第
１５
回
定
期
裕
会
は
、
こ
の
よ
う

な
な
か
で
開
か
れ
ま
す
。
生
活
防
衛
の

た
め
に
も
参
加
し
、

十
緒
に
知
恵
を
出

し
あ
い
ま
し
ょ
う
。

●

と

　

き

六
月
二
五
Ｈ
い

年
後

一
時
三
〇
分
～
四
時

０
と

こ

ろ

か
な
が
わ
労
働
プ
ラ
ザ
（Ｌ
プ
ラ
ザ
）

四
陪
多
目
的
ホ
ー
ル
Ｂ

（電
話
）
〇
四
五
６３３
六

一
一
〇

●
一父
　
通

Ｊ
Ｒ
根
岸
線
石
川
町
駅
北
ロ
ド
■

従
歩
五
分

●
総
会
議
案

一
～
五
ペ
ー
ジ
を
御
覧
ド
さ
い
。

●
講
　
話

介
護
保
険
　
肖
面
必
要
な

自
治
体
交
渉
の
問
題
点

石
井
伊
佐
男
氏
（県
民
医
連
事
務
局
次
長
）

●
相
談
コ
ー
ナ
ー

年
　
　
金
　
山
口
順
久
氏
（社
労
士
）

相
続
遺
言
　
上
方
武
推
大
氏

⌒行
政
書
十
）

食
事
相
談
　
上
野
多
恵
子
氏

（付
梨
栄
差
十
）

こ
と
し
退
職
さ
れ
た
木
加
入
の
方
も

当
日
の
来
場

。
入
会
、
大
歓
迦
で
す
。

キ
様
お
誘
い
合
わ
せ
の
上
、
御
出
席
下

さ
い
。

か
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♪
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♪

♪

♪

♪

♪
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♪

♪

♪

♪

♪

♪

”
　
　
ま
た
、
総
会
終
了
後
９
Ｆ
　
”

♪
　
レ

ス
ト

ラ

ン

「
ガ

ル
」

に
お
　
♪

♪

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

♪

♪
　
い
て
懇
親
会
を
開
催
し
ま
す
。
♪

胸

　

約

一
時
間
、
飲
物
、
軽
食

”

♪
　
の
他
カ
ラ
オ
ケ
、
米
踊
等
、

♪

♪
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
♪

♪

飛
入
り
歓
迎
の
楽
し
い
心
温

♪

い

ま
る

一
日
を
過
ご
し
ま
し
ょ
　
”

♪

う
。
　

（懇
親
会
費
二
千
円
）
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健康は食に在り、業膳を楽しく作り味わう
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一
九
九
八
年

（平
成

一
〇
年
）
度

経

過

報

告

Ｉ
　
〈
石
員

ま
も
な

く

一
、
Ｏ

Ｏ

Ｏ
名

に

昨
年
度
の
会
員
数
八
五
七
名
（年
会
員
人
七

名
、終
身
会
員
七
七
〇
名
）
か
ら
、　
〇
年
度
は

六
九
名
増
え
て
九
二
六
名
に
（年
会
員
九
〇

名
、終
身
会
員
人
三
六
名
）
に
な
り
ま
し
た
。

今
年
度
も
職
員
課
主
催
の
説
明
会
五
回
と
、

県
職
労
各
支
部
の
退
職
者
慰
労
会
四
回
に
出

席
し
加
入
を
す
す
め
ま
し
た
。
説
明
会
で
は
、

会
報
や
退
職
者
向
け
の
資
料
等
に
関
心
が
寄

せ
ら
れ
ま
し
た
。

工

　

一二
委

員
会

の
活

動

ネ
会
員

一
、
Ｏ
Ｏ
Ｏ
名
に
対
応
す
る
組
織

整
備
を
　
　
　
　
　
　
（企
画
委
員
会
）

会
の
発
足
以
来

一
五
周
年
や
会
員
千
名
を

間
近
に
控
え
て
、
こ
の
間
の
変
化
に
対
す
る

組
織

の
見
直
し
を
検
討
し
ま
し
た
。

会
則
の
検
討
を
行
な

い
見
直
し
案
を
ま
と

め
ま
し
た
。
幹
事
会
で
は
会
の
名
称
の
変
更

に
つ
い
て
意
見
が
現
状
維
持
と
改
正
の
二
つ

に
大
き
く
分
か
れ
、
調
整
が
つ
か
ず
、
一
年
間

論
議
を
維
続
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
△云

計
規
程

の
整
備
を
図
リ
ズ
〓
計
規
程
よ
四
頁

下
段
参
照
）
を
決
め
ま
し
た
。
伝
票

の
複
数

チ

ェ
ッ
ク
制

予
算
流
用
は
幹
事
会
の
承
認
事

項
と
す
る
な
ど
、収
支
の
明
確
化
に
努
め
ま
し

た
。（
７年
度
は
経
過
期
間
と
さ
れ
て
い
ま
す
．

＊
新
た
な
メ
ニ
ュ
ー
も
加
え
ま
す
ま
す
充

実
を
画
る
　
（趣
味
の
会
推
進
委
員
会
）

「歴
史
教
室
」

の
荒
井
太
郎
講
師
が
昨
年

一
一
月
ご
他
界
さ
れ
、
生
前
の
ご
希
望
で
も

あ

っ
た
後
継
講
師
と
し
て
中
村
猪
　
郎
会
員

か
ら
快
語
を

い
た
だ
き
、
半
速
第
１
川

「府

史
教
室
」
を
開
き
ま
し
た
．

「旅
行
の
会
」
は
旅
行
先
希
望
ア
ン
ケ
ー

ト
に
よ
り
、
春
秋
に
費
用
は
割
安
で
質

の
高

い
バ
ス
貸
切
リ
ツ
ア
ー
を
計
画
し
ま
し
た
が
、

春
は
参
加
者
が
少
な
く
残
合
な
が
ら
中
止
、

秋
に
は

「奈
良
室
生
寺
　
赤
目
四
十
八
滝
」

を
楽
し
み
ま
し
た
。

「健
康
ウ
オ
ー
ク
の
会
」
は
、
地
元
に
明

る
い
リ
ー
ダ
ー

（会
員
）
を
案
内
役
に
頼
み
、

春
と
秋
に
実
施
し
ま
し
た
。

好
評
を
受
け
て
い
る

「観
劇

の
会
」
「食

文
化
を
楽
し
む
会
」
は
女
性
会
員
の
反
応
も

よ
く
今
後
も
期
待
で
き
ま
す
。

会
員
か
ら
呼
び
か
け
の
あ

っ
た
俳
句

の
会

は
、
反
応
は
今

一
つ
で
し
た
。
引
続
き
は
容

を
待

っ
て
お
り
ま
す
。

■
会
員
の
参
加
す
る
会
報
を
目
指
し
て

（広
報
編
集
委
員
会
）

会
報
は
昨
年
よ
り

一
回
減
り
４２
１
４４
号
ま

で
各
セ
頁
で
３
回
刊
行
し
ま
し
た
。△
古
員
の
参

加
す
る
紙
面
づ
く
り
は
、訪
問
記
な
ど
で
チ
ャ

ン
ネ
ル
が
拡
が
り
期
待
が
も
て
ま
す
。

1998年度 事 務局だより (主な行事など)

(19984 1～ 1999331)

川 田

第12回健康ウォーク 「音久井 愛 甲の部境志回時撒

末J(18名)

第1回観協J会 「湯鳥詣にかJ(国 立,J場 35名 )

幹事会 (第14回定期結会に向けて)

企画委員会

第17い駐史取よ 「鎌合の梅進|十理と尼キ巡り」(28名ナ

横浜市従退職を総会 (粒浜市化会館 参 力D

広報編集委員会 (会報42号綿集打ち合わせ)

会計監在

幹事会 (総会準備打ち合わせ)

企画委員会

第31回歴II教電 「江戸美人No l立森わせんJ(神 奈'

自治会館 32名)

会報42号千J行

第14回危期総会 (かながわ労働プラザ)(109名)

第2回食文化を楽しむ会 (横浜Ⅲ健ltttllLセンター

16名)

第32回唇史敦■ 「公任お庭番」 (抑奈川白iキ会館

31名)

幹事会 (今年度の活動計画打ち合わせ)

広報綿集委員会 (新年度の企画)

広報編集委員会 (会報43号綿実打ち合わせ)

第12回日本高補者大会 (長野県/鈴 木二 末 村参"ll

幹事会

企画委員会 趣 味の会推進委員会

会社43号刊行

広報編集委員会 (会報44号企画打ち合わせ)

第18回歴史散歩 ・日蓮ゆかりの寺を訪ねてJ(30名)
こだま会お茶会 (そごう)

' 1   1 1

1 1   6生 |

1 3上

2 5木―

20木|

28ii

12     11■t
1 8々

11;]
I J ■―

1  1 8 月|

列
抑
剛

第13ⅢⅢ健取ウす―ク ・湘高国際村と子安の旦の秋J

(23名)

■3同食文化を来しむ会 (横浜市佐床福祉センター

13名)

神奈 由 ii方)と」R駐者会給会 (tll浜市従合併 参 加)

第1l ll方た行の会 「奈■室生寺 伊 賀 卜野と赤日四十人

たの旅」(32名)

神奈 白 市労連jll職者会 「98年■づくり文化楽J(横

浜市rF会館 参 加)
「担職■こだま会弔電i金規定J発 足

幹事会

企両奏貞会

第2回観別会 「歌舞伎十二月公演J国 立,Ⅲ場 (30名)

県駐労旗開き 出 席

神奈川自活労連lR職者会 「新春の集いJ湯 河原

碧すい

広報編集委員会 (会耕44号鵜集打ち合わせ)

幹事会 企 画委員会

会報44号Hl行/r会 貞名津 (平成11年1月 lH現 在)J

B5 45買 発行
「タト語短大金子さんをする会J力「盟

県駐貞課主催担職者説明会に参カロ「こだま会」の概要

を説明 2/4,18 25本 庁 2/4平 塚MNビ ル

2/12,F相合庁 (対象を335名)

趣味の会推進委員会

県職労考文部の担職者慰労の集いに参力『

3/5愛 甲 3/10湘 高 3/11北 相 3/12-13壮

年部結会 3/17西 湘,横 浜北

幹事会 広 報綿集委員会
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会
員
の
基
礎
デ
ー
タ
が
パ
ソ
コ
ン
に
入
り
、

宛
名
シ
ー
ト
を
自
前
で
打
ち
出
し
た
の
で
経

費
が
節
減
で
き
ま
し
た
。

新
退
職
者
勧
誘
の
チ
ラ
シ
は
、
内
容
に
変

化

が
な

い
の
で
、
節
約
し
て
前
年
度
を

コ

ピ
ー
し
て
使

い
ま
し
た
。

回
　
会

の
運
営

○
財
政
状
況
に
つ
い
て

会
の
収
入
は
、
会
費
、
県
職
労
助
成
金
、

全
労
災
保
険
等
の
手
数
料
の
事
業
収
入
の
他
、

積
立
金
の
取
崩
し
等
の
限
ら
れ
た
も
の
で
あ

り
、
会
員
が
増
え
、
収
入
が
増
加
し
て
も
、

活
動
経
費
も
増
加
し
、
ま
た
、
終
身
会
費
の

た
め
将
来
に
向
け
て
の
活
動
経
費

の
積
立
も

あ
り
、
そ
の
期
待
さ
れ
て
い
た
利
子
も
限
り

な
く
０
に
近
く
な

っ
て
会
の
財
政
は
厳
し
い

現
状
で
す
。
今
年
度
は
新
た
な
事
業
収
入
と

し
て
、
ア
メ
リ
カ
ン
フ
ァ
ミ
リ
ー
が
ん
保
険

の
保
険
手
数
料
が
加
わ
り
、
収
入
源
増
大
の

明
る
さ
が
増
し
ま
し
た
。

○
幹
事
会
、
事
務
局
の
活
動

今
年
度
の
幹
事
会
は
七
回
開
か
れ
ま
し
た
。

活
動
内
容
の
具
体
的
な
も
の
は
、
三
委
員
会

で
協
議
し
幹
事
会
の
承
認
を
得
て
実
施
し
て

い
ま
す
。
事
務
局
は
毎
週
火
曜
日
代
表
幹
事

以
下
幹
事
数
名
が
、　
一
〇
時
―

一
七
時
ま
で

詰
め
、
入
　
退
会
事
務
、
問
合
せ
、
県
職
労

と
の
連
絡
、
対
外
的
折
衝
等
を
行

っ
て
い
ま

す
。
こ
れ
ら
は
ポ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
よ

っ

て
行

っ
て
い
ま
す
。
三
月
に
は
事
務
局
に
退

職
者
の
方
か
ら
、
ワ
ー
プ
ロ

一
台
寄
贈
が
あ

り
今
後

の
事
務
処
理
に
役
立
て
た
い
と
思
い

ま
す
。
会
員
名
簿
は
、
会
員
の
基
礎
デ
ー
タ

が
米
山
幹
事
の
努
力
に
よ
リ
パ
ソ
コ
ン
に
入

力
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
編
集

印
刷

製
本

な
ど
手
作
り
で
完
成
し
ま
し
た
。
予
定
よ
り

一
年
早
く
出
来
、
二
月
、
全
員
に
発
送
し
ま

し
た
。
ま
た
福
利
厚
生
事
業

の

一
環
と
し
て

一
校
料
金
よ
り
安
く
、
本
人
、
家
族
も
受
診

で
き
る

「人
間
ド

ッ
ク
」
の
実
施
に
つ
い
て

結
核
予
防
会
神
奈
川
県
支
部
と
交
渉
、
来
年

度
よ
り
実
施
出
来
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

①
県
職
者
こ
だ
子
会
弔
慰
金
は
じ
ま
る

銘
年
度

一
二
月

一
日
か
ら
弔
慰
金
規
定
に

よ
り
適
用
さ
れ
た

一
名
の
方
に
弔
慰
金
を
お

送
り
い
た
し
ま
し
た
。

Ⅳ
　

そ

の
他

県
職
労
退
職
者
こ
だ
ま
会
と
し
て
、
県
職

労
大
会
、
壮
年
部
総
会
、
旗
開
き

へ
の
出
席
、

県
職
労
機
関
誌

へ
の
投
稿
な
ど
に
よ

っ
て
県

職
労
と
の
連
携
を
は
か
り
会

の
広
報
を
行

い

ま
し
た
。
ま
た
神
奈
川
県
自
治
労
連
退
職
者

会
総
会

へ
の
出
席
。
同
会
主
催
の
「手
づ
く
り

文
化
祭
共

一
一
月
工
八
日
）
、湯
河
原
町
で
の

「新
春
の
つ
ど
い
文

一
月

一
七
日
―

一
八
日
）

に
参
加
し
交
流
を
深
め
ま
し
た
。
長
野
県
で

行
わ
れ
た
第

一
二
回
日
本
高
齢
者
大
会
に
は

幹
事
二
名

（自
費
参
加
）
が
出
席
し
ま
し
た
。

今
県
職
労
の
重
要
な
活
動
と
な

っ
て
い
る

「不
当
解

展
撤
回
」
「
セ
ク

ハ
ラ
裁
判
」

で

複
張

っ
て
お
ら
れ
る
、
外
語
短
大
金
子
先
生

に
県
職
Ｏ
Ｂ
と
し
て
応
援
を
と

「金
子
先
生

を
守
る
会
」
に
幹
事
会
の
承
認
を
得
て
こ
だ

ま
会
と
し
て
入
会
し
ま
し
た
。

一般会計 1998年 (平成10年)
支 出

度収支決算
(1998 4 1～ 1999 3 31)や 位 円

度収支決算
( 9 9 8 4  1 - 1 9 9 9 3 3 ] )単 位 円

J又

積立金会計 1998年 (平成10年)
支 出入

会 計 監 :査キ報1彗 1998年 (平成10年)度
―校会計並びに積立/1N会計について、それぞれの収支証拠書類、預

金通帳等の監査を致しました結果、妥当に執行されているものと認めます。

項 日 予算4R 決算額 摘 要 項 日 予算額 1 決 算額 1  摘      要

1会 貿 1 960 000 1 793 000 1 000,000 1 1 101 219

会十年 会 女 210 000 268 000 03千 円X89+]000 塩1弓務局4g 800 000 1   979 904

費 1終 身 会 費 1 750 000 1 525 000 C25方 円X61 詔 イ子勤 費 200 000 1   121 315

2県 職労助成金 900 000 911150
0()ノj【1+内 “イ,,生 末Jンク】 2広  報  費 500000  63506呈1会社Qお至廿

3事 業 収 入 570 000 549 6S7 全労清事務作費 3結  会  費 550 000 1   554 428

4雑  収  入 200 000 378 176
″ン!■,食「軟il   15, IS6 1!
査食恐馳公「1‖↑ 1 1  Ⅲ Ⅲ町

4会  議  費 2000001 275095 幹 Ⅲ会7同そのイじ

5積 立金取崩し 927 000 927 000 5通  信  費 200 000 1   311 120

6前 年度繰越金 0 0 6弔  慰  金 J900001  10000 本 人死亡

金

一費

一一一一一・・・・・一一．一一一一一一・一！一一一一一一！一一

枯

Ｆ

19970!0 1 lJ319 11二_
10 000 1         0

9次 年度繰越全 0    352 66F

計 4 557 000 4 559 013 4 557 000  1 559 013

現 日 予算額 決算額 摘 要 頂 □ 予算観 決算額 枯 要

前年度繰越金 8 217 622 8 217 622 本 年 度 え 出 927 ()00 92F 000

本 年 度 収 入 2 020 000 1 132 691 次年度操赳全 9310622 8753316

景陽
上培

1 997 000 1319115

23 000 113279

9680316計 1()26' 622 9680316 計 10 26F 622

市怒口富士一 ①監査 上 野多恵子 ①1999年 5月 13日
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一
九

年

（平
成

一
一
年
）
度

活究
動

方

針

（案
）

Ｉ
　
私
た
ち
を
と
り
ま
く
情
勢

総
務
庁
が
四
月
二
①
日
、
発
表
し
た
労

働
力
調
査

で
は
二
月

の
完
全
失
業
率
は

四

。
人
％
で
現
行
調
査
を
始
め
た

一
九
五

三
年
以
降
最
悪
の
状
況
と
な
り
、
完
全
失

業
者
は
三
百
三
十
九
万
人
に
増
加
し
、
と

り
わ
け
中
高
年
者
の
求
職
は
厳
し
く
な

っ

て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
尼
用
不
安
に
加
え
て
、
医

療

の
連
続
改
悪
、
介
護
保
険
制
度
の
介
護

な
し
保
険

へ
の
先
ゆ
き
不
安
も
増
し
て
い

ま
す
。

ま
た
政
府
は
、
厚
生
年
金

の
賃
金
ス
ラ

イ
ド
廃
止
で
年
金
額
を
四
％
も
抑
え
、
支

給
開
始
年
齢
延
長
と
支
給
額
五
％
の
削
減

な
ど
年
金
制
度
の
抜
本
改
悪
を
進
め
よ
う

と
し
て
い
ま
す
。

そ
の
狙

い
は
、
社
会
保
障

へ
の
国
の
責

任
を
投
げ
捨
て
、
国
民
に

一
層
の
負
担
を

押
し

つ
け
よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

地
方
自
治
体
で
も

「行
政
改
革
」
の
名

の
も
と
に
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
切
り
捨
て
が

行
な
わ
れ
て
い
ま
す
。
成
人
健
診
の
基
本

健
診
有
料
化

・
値
上
げ
、
自
治
体
単
独
の

老
人
医
療
費
助
成
制
度
の
廃
止
な
ど
が
そ

の
中
に
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

国
政
で
も
地
方
政
治
の
場
で
も
、
大
型

の
開
発
事
業
に
は
巨
額
の
税
金
を
投
入
し

て
も
社
会
保
障
は
よ
う
し
ゃ
な
く
切
り
捨

て
る
、
「
逆
立
ち
政
治
」

の
あ
り
方

に
厳

し
い
批
判
が
寄
せ
ら
れ
た
の
が
、
昨
年

の

参
議
院
選
挙
で
あ
り
、
今
回
の

一
斉
地
方

選
挙
の
結
果
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

地
方
選
挙
に
国
民
の
関
心
が
集
ま

っ
て

い
る
こ
の
間
に
、
ア
メ
リ
カ
が
有
事
と
見

れ
ば
日
本
を
自
動
的
に
参
戦
さ
せ
る

「
ガ

イ
ド
ラ
イ

ン
関
連
法
案
」
、
戦
争
法
案
が

衆
議
院
で
強
行
採
決
さ
れ
て
し
ま

い
ま
し

た
。
戦
争
参
加
と
な
れ
ば
日
本
の
各
分
野

の
機
能
が
、
い
や
お
う
な
し
に
組
み
込
ま

れ
、
相
手
国
か
ら
攻
撃
対
象
と
さ
れ
る
こ

の
戦
争
法
案
に
、
各
分
野
の
団
体
、
労
働

組
合
、
学
者
、
文
化
人
、
宗
教
家
な
ど
か

ら
廃
案
を
求
め
る
行
動
が
拡
が

っ
て
い
ま

す
。地

方
自
治
体
で
も

「反
対
」
や

「懸
合
」

を
表
明
し
た
自
治
体
は
四
月
末
で

一
八
九

と
な
り
、
こ
の
法
乗
の
本
質
が
明
ら
か
に

な
れ
ば
な
る
ほ
ど
反
対
の
声
は
大
き
く
な

る
事
は
間
違

い
あ
り
ま
せ
ん
ｃ

平
和
憲
法

の
改
悪
を
目
的
と
し
て
国
会

に

「憲
法
調
査
会
」
の
動
き
も
始
ま

っ
て

い
ま
す
。

日
本
の
平
和
と
安
全
を
め
ぐ
る
運
動
も

新
た
な
段
階
に
入

っ
た
、
と

い
え
る
の
で

は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

戦
争

の
悲
惨
さ
を
体
験
し
た
世
代
と
し

て
私
た
ち
は
、
時
々
の
動
き
と
問
題
点
を

し

っ
か
り
と

つ
か
み
、
多
く
の
人
々
に
如

ら
せ
、
自
ら
の
人
権
と
生
き
る
権
利
が
守

ら
れ
る
政
治
と
社
会
保
障
の
確
立
の
た
め
、

す
べ
て
の
世
代
と
と
も
に
運
動
の
輸
を
大

き
く
拡
げ
て
い
き
ま
し
よ
う
。

工
　
活
動
方
針

―
、
み
ん
な
が
参
加
で
き
る
楽
し
い
催
し

や
、
要
求
実
現
の
取
組
み
の
促
進

○
趣
味
の
公
な
ど
の
催
し
と
併
せ
て
、
県

耽
労
の
壮
年
部
や
各
支
部
、
協
議
会

の
行

手
、
例
え
ば

「
男
の
料
理
教
室
」
や

「秋

の
キ
ノ
コ
狩
り
」
等

へ
の
参
加
な
ど
日
常

的
な

つ
な
が
り
を
強
め
、
現
耽
祖
合
景
と

会
員
相
互
の
交
流
を
深
め
る
よ
う
に
し
ま

す

）私
た
ち
に
と

っ
て
切
実
な
問
題
で
あ
る

年
全
な
ど
社
会
保
障
や
、
本
年

一
〇
月
か

ら
認
定
作
業
が
は
じ
ま
る
介
護
保
険
制
度

に
つ
い
て
、
要
求
で

一
致
す
る
関
係
団
体
、

と
く
に
県
職
労
と
は
積
極
的
に
協
力
連
携

し
、
署
名
活
動
や
、
各
自
治
体
交
渉
に
参

加
し
、
制
度

の
充
実
を
め
ざ
し
ま
す
。

①
く
ら
し
　
健
康
　
生
活
相
談
と
し
て
法

律
　
税
務
　
年
金
　
建
築
リ
フ
オ
ー
ム
相

談
や
、
火
災
共
済
を
は
じ
め
交
通
災
害

・

自
動
車
共
済

・
退
職
者
共
済
な
ど
保
障
制

度
及
び
、
が
ん
保
険

・
行
事

ス
ポ
ー
ツ
ゴ

ル
フ
保
険
　
コ
ー
プ
葬
祭
、
新
た
に
実
施

す
る
人
間
ド

ツ
ク
の
あ

っ
せ
ん
な
ど
有
利

な
福
利
厚
生
事
業

の
充
実
を
図
り
ま
す
。

○
各
地
域
で
開
か
れ
る
行
事
や
イ
ベ
ン
ト

会
計
規
程

（
一
九
九
九
年
二
月
二
十
日
幹
事
会
決
定
）

第
１
条
　
こ
の
規
程
は
、
神
奈
川
県
耽
員

労
働
組
合
退
職
者
こ
だ
ま
会
の
会
計
事

務
を
効
率
的
に
運
営
し
、
こ
の
会
の
健

合
で
民
主
的
な
発
展
を
図
る
こ
と
を
目

的
と
す
る
。

第
２
条
　
こ
の
会
は
、
次
の
よ
う
な
原
則

で
会
計
処
理
を
お
こ
な
う
。

Ｏ
す
べ
て
の
会
計
に
つ
い
て
、
正
規
の

簿
記
の
原
則
に
し
た
が
っ
て
正
確
な

記
帳
整
理
を
お
こ
な
う
。

０
収
支
お
よ
び
財
務
状
態
に
つ
い
て
、

正
し
い
内
容
を
明
瞭
に
表
示
す
る
。

Ｏ
会
計
の
処
理
方
法
や
表
示
の
仕
方
は

毎
期
継
続
し
て
適
用
し
、
み
だ
り
に

変
更
し
な
い
。

第
３
条
　
△
ム
計
事
務
は
、
代
表
幹
事
の
責

任
の
も
と
に
事
務
局
長
が
処
理
す
る
。

第
４
条
　
こ
の
会
は
、
次
の
会
計
帳
簿
を

備
え
付
け
る
。
そ
の
保
存
期
間
は
５
年

間
と
す
る
。

①
総
勘
定
元
帳

。
現
金
出
納
帳

②
貸
倍
対
照
表

・
財
産
目
録

③
証
拠
書
類
縁

第
５
条
　
支
出
は
、
予
算
額
の
範
囲
内
で

お
こ
な
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
予
算

の
追
加
　
更
正
は
、
幹
事
会
の
決
定
を

必
要
と
す
る
。

付
則
　
こ
の
規
程
は
、
二
Ｏ
①
Ｏ
年
四
月

一
日
か
ら
実
施
す
る
。
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な
ど
の
情
報
提
快
を
会
員
か
ら
募
り
、
地

域
ご
と
に
参
加
で
き
る
交
流
の
場
づ
く
り

を
検
討
し
、
会
員
の
地
域
に
お
け
る
同
好

グ
ル
ー
プ
の
活
動
な
ど
、
会
報
で
知
ら
せ

る
よ
う
に
し
ま
す
。

２
、
会

の
財
政
確
立
と
運
営

の
効
率

化
を
目
指
し
て

○
会
の
活
動
が
評
価
さ
れ
、
会
員
が
こ
の

と
こ
ろ
大
幅
に
増
加
し
、　
一
、
○
○
○
名

に
な
る
こ
と
は
嬉
し
い
事
で
す
。

同
時
に
、
そ
の
期
待
に
応
え
る
会
の
運

営
と
活
動
を
支
え
る
財
政
確
立
も
大
き
な

課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

当
面
、
会
計
事
務
の
合
理
的
な
方
法
等

の
検
討
を
進
め
な
が
ら
、
四
半
期
ご
と
に

収
支
状
況
を
把
握
し
、
運
営
を
図
る
よ
う

に
し
ま
す
。

○
収
入
面
に
お
い
て
は
保
険
事
務
取
扱
等

の
手
数
料
の
増
収
を
図
り
ま
す
。

〇
年
金

・
介
護
保
険
制
度
な
ど
福
祉

・
医

療
に
関
す
る
図
書
の
あ
っ
せ
ん
な
ど
に
取

組
み
ま
す
。

○
印
刷
物

へ
の
広
告
な
ど
に
よ
る
収
入
も

考
え
ま
す
。

○
支
出
に
つ
い
て
は
事
務
局
経
費
の
節
成

を
図
り
、
効
率
的
な
運
用
に
努
め
ま
す
。

３
、
高
齢
者
運
動

へ
の
参
加

○
今
年
は
国
連
が
定
め
る

「国
際
高
齢
者

年
」
で
あ
り
、
世
界
各
国
で
文
化
的
で
人

間
ら
し
く
生
き
る
た
め
の
運
動
が
と
り
く

ま
れ
ま
す
。

私
た
ち
も
こ
の
運
動
の
主
旨
に
賛
同
し
、

県
内
で
構
成
さ
れ
る
実
行
委
員
会

の
呼
び

か
け
に
応
え
て
参
加
す
る
よ
う
に
し
ま
す
。

○
横
浜
市
従
　
鎌
倉
市
耽
労
各
退
職
者
会

と
と
も
に
自
治
労
連
県
退
職
者
会

の
話
活

動
を
協
力
し
て
推
進
し
ま
す
。

４
、
三
委
員
会

の
活
動
目
標

●
企
画
委
員
会

・
会
員

の
超

一
〇
〇
〇
名
規
模
に
対
応
で

き
る
運
営
体
制
を
組
立
て
ま
す
。

・
事
務
局
体
制
を
強
化
す
る
と
と
も
に
地

域
ブ
ロ
ッ
ク
単
位
の
祖
織
化
　
活
動
方
法

の
改
善
を
追
求
し
ま
す
。

・
地
域
ブ
ロ
ッ
ク
に
対
応
す
る
会
員
の
自

発
的
参
加
を
促
進
し
ま
す
。

・
会

の
財
政
状
態
を
会
員
に
知
ら
せ
、
財

政
の
確
立
、
会
則
の
整
備
を
進
め
ま
す
。

●
趣
味
の
会
推
進
委
員
会

・
現
在
あ
る
趣
味
の
会

へ
の
参
加

の
増
大

を
図
り
ま
す
。

・
会
員

の
特
技
を
生
か
し
た
新

し

い
メ

ニ
ュ
ー
の
開
発
に
努
め
ま
す
。

・
会
の
財
政
上
か
ら
独
立
採
算
制
を
と
り
、

世
話
人
に
よ
る
運
営
を
進
め
ま
す
。

●
広
報
編
集
委
員
会

・
会
員
の
参
加
す
る
会
報
を
目
指
し
て
、

第
１５
回
総
会
で
会
報
に
対
す
る
ア
ン
ケ
ー

ト
を
実
施
し
て
、
結
果
を
反
映
さ
せ
ま
す
。

・
会
報
は
年

３
回
、
総
頁
数
３６
頁
を
刊
行

し
、
年
４
回
刊
行
は
引
続
き
検
討
。

一般会計 1999年 (平成11年)度 収支予算 (栗)
支 出        (19994 1-2000331)単 位 円

積立金会計 1999年 (平成11年)度 収支予算 (案)
支 出          (19994 1～ 2000331)単 位

入

収

項 日 予算額 摘 要 I「l   日  1 予 算SFt i   摘         要

l会 費 1 740 000 li古 動  費 111200001

費

年 会 費 240 000 G3000円 ×80名 覇 1手 務局費  9F00001事 務局宏早倉型
係交通費

終 身会費 1 500 000 025000円 X60名 髯 行  動  費   1500001各 種,こ会↓参カロ女

2県 職労交付金 900 000 2よ  ItFA ■   650000 会 辞HIFl及ひたと杵tt

3事 業 収 入 500 000 金労済事務取扱経費 3総 賞  600000 会 場空及びな親会貴

4雑  lX 入 147 333 結会懇親会負担金ほか 4会  議  費   270000 '↑ 手会 安 貞会牛開性

5積 立金取崩し 910 000
2カ IJ× 538名 ■25カ IJ X 298缶 5通  信  費   300000

6寄  附  金 0 6弔  慰  金   50000 本 人'じ亡 1万円

7前 年度繰越金 352 667 7情  立  金 115000001025000円
×60名

8子 備 空 m  t t m

9次 年度繰越合 |
0

討 4 550 000 干ト 14汚 即 000

項 目 予算額 摘 要 項 口 予算額 摘 要

,1年度繰越金 8 753 316 本 年 度 支 出 910 000 ―紋会計へ繰出し

本 年 度 収 入 1 5]5 684 次年度繰赳 金 9 859 000

内

訳

積 立  金 1 500 000 ―校会計より繰入れ

15 684

計 10 269 000 計 10,269 000
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趣
昧
の
会
は
、
生
甲
斐
広
場

さ
ら
に
、
魅
力
的
に
し
よ
う
ｒｒ

部
会
の
申
込
み
は
、

業
書
で
事
務
局
ヘ

既
報
の
と
お
り
、
特
別
講
師
荒
井
太
郎

氏
の
逝
去
に
伴
い
、
後
継
講
師
に
中
村
猪

一
郎
氏

（会
員
）
を
お
願
い
す
る
す
る
こ

と
に
な
り
、
世
話
人
と
先
生
と
の
打
合
せ

の
結
果
、
年
間
講
話
二
回
、
散
歩
二
回
と

し
て
開
催
す
る
予
定
で
す
。
（予
告
参
照
）

○
歴
史
教
室

（第

一
回
）

と
　
き
　
四
月

一
六
日
０

と
こ
ろ
　
神
奈
川
自
治
会
館

テ
ー
マ
　
史
実
と
伝
説

源
義
経
と
護
良
親
エ

参
加
者
　
一二
七
名

英
雄
を
殺
し
た
く
な
い
、
死
な
ず
に
別

の
場
所
に
生
き
て
い
る

「貴
種
幻
想
」
の

信
仰
は
歴
史
の
上
で
は
各
地
に
伝
わ
っ
て

い
ま
す
。
今
回
は
、
護
良
親
〓
と
源
義
経

を
対
象
と
し
て

「石
巻
伝
説
」
「義
経
北

行
説
」
な
ど
や
、
遺
蹟
の
お
話
で
し
た
。

縦
横
に
展
開
す
る
中
村
講
師
の
興
味
あ

る
講
話
に
開
き
惚
れ
た
二
時
間
で
し
た
。

口旧日附剛開‐Ｔ‐‐‐‐
例
□
（第
一四
回
）

大
和
市

「泉
の
森
」
同
辺
で
森
林
浴

ハ
イ
キ
ン
グ
を
楽
し
む

と
　
き
　
二
月

一
四
日
０

コ
ー
ス
　
大
和
駅
―
プ
ロ
ム
ナ
ー
ド
ー

親
水
広
場
―
引
地
川
沿
い
「
ふ

れ
あ
い
の
森
」
―
泉

の
森
周

遊
（緑
の
か
け
橋
、
湿
性
植
物

園
―
大
池
小
池
―
）
―
郷
土

民
家
園
―
相
鉄
相
模
大
塚
駅

案
内
者
　
市
川
清
会
員

参
加
者
　
一
〓
一名

プ

ロ
ム
ナ
ー
ド
を
通
り
過
ぎ
る
と
、

ポ

ッ
カ
リ
相
鉄
線
が
現
れ
た
。
プ
ロ
ム

ナ
ー
ド
は
、
線
路
を
覆

っ
て
出
来
て
い
た
。

親
水
の
森
の
入
口
で
丁
寧
な
市
川
さ
ん
の

説
明
を
聞
く
。
左
下
に
は
電
車
、
そ
の
向

う
に
は
厚
木
基
地
の
滑
走
路
が
あ
り
、
分

単
位
で
走
る
電
車
と
飛
び
立
つ
飛
行
機
の

騒
音
で
、
お
話
も
途
絶
え
が
ち
。
親
水
の

森
は
飛
行
コ
ー
ス
の
真
下
に
あ
り
、
住
ん

で
い
た
人
び
と
は
耐
え
か
ね
て
移
住
さ
れ

た
跡
地
を
緑
化
し
た
と
い
う
。

引
地
川
沿
い
の
ふ
れ
あ
い
の
森
の
桜
を

縫
っ
て
歩
く
。
引
地
川
は
、
コ
ン
ク
リ
ー

ト
で
護
岸
さ
れ
て
い
た
の
を
自
然
を
復
元

さ
せ
て
、
岸
辺
に
ア
シ
や
水
草
が
繁
り
魚

影
も
見
え
る
川
に
返
り
、
ほ
っ
と
気
分
が

な
ご
み
童
心
に
戻
る
思
い
が
す
る
。

引
地
川
の
遊
水
池
で
は
色
鮮
や
か
な
セ

キ
レ
イ
を
見
と
れ
、
日
本

一
長
い
木
製
の

か
け
橋
を
過
ぎ
る
と
、
左
手
に
シ
ラ
カ
シ

の
森
に
出
る
。県
指
定
の
天
然
記
念
物
で
、

自
然
林
の
見
事
な
た
た
ず
ま
い
に
打
た
れ

た
。
昔
は
水
道
に
使

っ
た
と
い
う
泉
を
囲

う
泉
の
森
の
散
策
は
、
緑

一
杯
思
わ
ず
深

呼
吸
す
る
。

緑
の
中
を
よ
く

一
方
、
東
名
や
郷

バ
イ
パ
ス
の
下
を

通

っ
た
の
も
珍
し

く
、
自
然
と
騒
音

の
共
存
す
る

一
日

の
散
策
だ

っ
た
。

投

稿

を
募
集
し
ま
す

短
歌

・
俳
句

・
川
柳

。
四
行
詩
な
ど
の

日
頃
の
作
品
を
お
寄
せ
下
さ
い
。
歌
壇
、

俳
壇
の
ス
ペ
ー
ス
を
設
け
た
い
と
思

っ
て

い
ま
す
。
た
だ
し
、
集
ま
り
具
合
に
よ
り

ま
す
″月

が
冴
え
る

白
く
浮
か
ぶ
山
脈
の
む
こ
う
に

無
言
館
が
あ
る

還
ら
ぬ
人
の
絵
が
あ
る
―
作
者
不
詳
―

レ

俳
句
の
会
　
呼
び
か
け
人
の
句
集

『自
選
百
句
　
農
の
周
辺
ω
』

小
川
水
草
作

一
年
前
ひ
ょ
ん
な
こ
と
か
ら
自
分
流

で
俳
句
を
始
め
ま
し
た
。
句
会
に
参
加

さ
せ
て
も
ら
い

「も
ど
き
俳
句
」
が
作

れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
ま
だ
、
自

分
の
句
の
ス
タ
イ
ル
が
決
ま
り
ま
せ
ん
。

自
分
が
よ
い
と
思
う
も
の
の
評
価
が
低

く
駄
目
か
と
思
う
も
の
の
得
点
が
よ
い

な
ど
無
我
夢
中
と
い
っ
た
感
じ
で
す
。

（ま
え
が
き
よ
り
抜
粋
）

開
発
の
農
地
守
り
て
い
も
者
会

こ
の
本
は
小
川
政
則
会
員
か
ら
寄
贈

の
小
冊
子
、
巻
末
に
は
同
氏
に
関
す
る

新
聞
切
抜
き
が
あ
る
。
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散
　
策
　
江
の
島
を
歩
く

と
　
き
　
一ハ
月
七
日
仰
　
Ｒ
藤
沢
駅

１０
時
集
合

コ
ー
ス
　
砥
上
公
園
―
石
上
神
社
上
永

蔵
寺
―
諏
訪
神
社
―
龍

口
寺

な
ど

講
　
義
　
頼
朝
の
旋
上
げ
と

三
浦

一
族
の
行
動

と
　
き
　
九
月

一
七
日
怜

‐３
時
３０
分
１
１５
時
３０
分

と
こ
ろ
　
神
奈
川
自
治
会
館

散
　
策
　
一二
浦

一
族
ゆ
か
り
の
地

衣
笠
城
周
辺
を
歩
く

と
　
き

　

一
一
月
八
日
側
　
ＪＲ
衣
笠
駅

１０
時
集
合

閣
冊
口
関
側
関
回
（第
一五
回
）

○
初
夏
ｐ
錬
ヤビ佐

史
の
宿
六
日
町
温

泉

　

″
龍

言
″
と
秘
境
、
奥
只
見

遊
覧
赳
後
路
の
旅

と
　
き
　
エハ月
一
六
日
伽
―
一
七
日
悧

一
泊
二
日

コ
ー
ス
　
本
厚
木

（７
時
）
、
横
浜

（８
時
）

―
関
越
自
動
車
道
―
小
出

（ＩＣ
）

―
越
後

ゆ
き
く
ら
館

（酒
造
見

学
試
飲
）
―
重
要
文
化
財
目
黒

３０
名
限
定
、

話
を
。

邸
―
ク龍
言
負
泊
）
―
奥
只
見
シ

ル
バ
ラ
イ
ン
ー
銀
山
平
―
奥
只

見
湖
遊
覧
船
―
奥
只
見
タ
ー
ミ

ナ
ル
ー
出
発
地

（１７
時
１
１８
時
）

旅
行
代
金
　
一二

一、
〇
〇
〇
円

（貸
切
バ
ス
、

（
一
切
）

宿
泊
代
、８
食
、見
学
な
ど
）

知
人
　
友
人
お
誘
合
せ
て
旅
し
ま
し
ょ
う
。

健
康
に
よ
く
老
化
を
ふ
せ
ぐ
業
陪
料
理
の

実
習
を
し
て
み
ん
な
で
会
食
、
懇
談
、
く

つ

ろ
い
だ
と
こ
ろ
で
お
菓
子
と
お
抹
茶
で
、
優

雅
な
ひ
と
と
き
を
″
男
性
の
参
加
も
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

と
　
き
　
七
月
工
日
ｎ
　
ｌｌ
時
１
１５
時

と
こ
ろ
　
横
浜
市
健
康
福
―ＩＬ
セ
ン
タ
ー

９
Ｆ
　
料
理
研
究
室
、
和
室

（桜
木
町
駅
前
）

△
万
　
費

　

一
、
八
Ｏ
Ｏ
円

申
し
込
み
　
エハ
月
二
〇
日
ま
で
に
、
業
言

に
住
所
、
氏
名
、電
話
番
号
を

明
記
し
て
事
務
局

へ
。

な
お
、
手
料
理
だ
け
で
な
く
本
格
的
菜
陪

料
理
を
味
わ
お
う
と
、
次
の
新
企
画
を
設
け

ま
し
た
。

菜
膳
料
理
を
食

べ
る
会

と
　
き
　
九
月
二
四
日
０
　
１４
時
１
１６
時

と
こ
ろ
　
横
浜
中
華
街
　
陽
華
緩

△
〓
　
費
　
五
、
五
〇
〇
円
位
（ビ
ー
ル
つ
き
）

陽
華
楼
の
許
料
理
長
が
特
製
メ
ニ
ュ
ー

に
腕
を
振
る
っ
て
下
さ
り
料
理
の
お
話
も

あ
り
ま
す
。

申
込
み
は
事
務
局
ま
で
電

閣旧周田日円‐‐‐例閑円周□
新
企画紹
介
″

話
題
の
土
地
を
ウ
ォ
ー
ク
し
よ
う
。

い

「寅
さ
ん
の
ふ
る
さ
と

・
柴
又

帝
釈

天
と
矢
切

り
渡
し
、
荒
川

堤
ウ
ォ
ー
ク
」

０
横
浜
金
沢
シ
ー
サ
イ
ド
ラ
イ
ン

沿
い

（横
浜
ベ
イ
サ
イ
ド
マ
リ
ー

ナ
シ
ョ
ッ
プ
＆
レ
ス
ト
ラ
ン

（鳥

浜
駅

）
―

金

沢

八
景
島

―
）
同

遊

※
ア
メ
リ
カ
生
れ
の
ア
ウ
ト
レ
ッ
ト
モ
ー

ル
主
体
の
商
業
施
設
で
九
月
開
業
三
日
間

で
巧
万
人
、
宝
探
し
気
分
満
喫
、
平
日
で

も

一
万
人
で
脈
わ
う
。
い
ま
全
国
的
話
題

を
集
め
て
い
る
。　
一
度
見
て
み
て
は
イ

お
習
字

へ
の
お
坊

い

岡
崎
　
香
芳

こ
だ
ま
会

の
皆
様
お
元
気
で
す
か
。

私
は

一
人
年
間
自
動
車
税
管
理
事
務

所
に
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
間
、

多
く
の
方
が
た
と
の
め
ぐ
り
進

い
で
楽

し
く
過
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

本
日
は
皆
々
様
に
毛
筆
を
始
め
て
み

ま
せ
ん
か
と
声
を
か
け
さ
せ
て
頂
き
ま

し
た
。
年
の
始
め
に
届
く
年
賀
状
の
な

か
、
御
自
分
で
書
か
れ
た
毛
筆
の
賀
状

に
心
が
和
む
思

い
が
致
し
ま
せ
ん
か
。

お
習
字
を
や
っ
て
み
た
い
方
、
何
な

り
と
お
電
話
で
お
聞
か
せ
下
さ
い
ま
せ
。

〇
四
五
十
八
二
二
―
四
人
〇
五

岡
崎
節
江

第
〓
回
観
劇
会
は

一　

月
中
　
下
旬
に
、

国
立
劇
場
で
歌
舞
伎
の
予
定
で
す
。

一
度
は
行

っ
て
み
た
い
。
し
か
し
、
個
人

で
は
な
か
な
か
行
け
な
い
。
バ
ス
旅
行
オ
ン

リ
ー
の
旅
か
ら
離
れ
て
、
魅
力
あ
る
旅
路
を

求
め
て
、
神
奈
川
観
光
伸
と
共
同
企
画
イ

ジ

ェ
ッ
ト
機
で
ゆ
く
イ

「
下
北
半
島

海

峡

の
宿

、
大
間
温
泉

と

函
館

・湯

の
川
温
泉

の
旅

、
十
一泊

三
日
」

と
　
き
　
九
月
中
旬
―
下
旬

（予
定
）

コ
ー
ス

（第

一
日
尉
）
羽
田
空
港

（８

”

００
）
―
〓
沢
空
港
―

〈貸
切
バ
ス
）
―
野

辺
地
―
仏
ケ
浦

（遊
覧
船
よ
り
奇
岩
観

賞
）
―
恐
山
霊
場
―
大
間
温
泉

（本
州
最

北
瑞
地
）宿
泊

（第

二
日
目
）
大
問
崎
灯
台

―
大
問
港

（東
日
本

フ
ェ
リ
ー
約

一
時
間
四
〇
分
）

―
函
館
港
―
市
内
観
光
（修
道
院
、
五
稜

郭
な
ど
）
―
湯

の
川
温
泉
泊
。
（第
三
日

目
）
湯

の
川
―
函
館
朝
市
見
物
―
函
館

駅
―
青
函
ト
ン
ネ
ル
ー
青
森
駅
―
青
森

空
港
―
羽
田
空
港

（１８

一
３０
予
定
）

旅
行
代
金

（
一
切
）
七
三
、
人
○
○
円

（注
）催
行
最
少
人
員
３０
名
　
自
治
労
連
退

職
者
会

（こ
だ
ま
会
、
横
浜
市
従
、
鎌
倉

市
）
と
の
親
善
旅
行
共
催
も
検
討
。

新
企
画
紹
介
″
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国
民
合
意
を
得
る
は
ず
だ
が

介
護
保
険
制
度
の

「
ね
ら
い
」
で
は
、

給
付
と
負
担

の
関
係
を
明
確
に
し
、
国
民

の
理
解
を
得
ら
れ
や
す

い
仕
組
み
を
創
設

し
、
利
用
者

の
選
択
に
よ
り
裕
合
的
な
保

健
医
療
と
福
祉
サ
ー
ビ
ス
が
受
け
ら
れ
る

と
説
明
し
て
い
ま
す
。

介
護
保
険
制
度
は
分
か
ら
な

い

昨
年
、
介
護
保
険
制
度
実
施
に
向
け
て

各
自
治
体
は
、
現
に
介
護
を
受
け
て
い
る

人
を
中
心
に
し
な
が
ら
、　
一
般
住
民
も
含

め
て
介
護
保
険
制
度
に
つ
い
て
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

回
答
で
は
、
介
護
保
険
制
度
に
対
す
る

期
待
の
強
さ
が
示
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
介

護
保
険
制
度
に
つ
い
て
は
「
分
か
ら
な
い
」

と
答
え
て
い
る
人
が
８０
％
前
後
を
占
め
て

い
ま
し
た
。

介
護
保
険
事
業
計
画
検
討
委
員
も

お
か
ん
む
り

各
自
治
体
が
１０
月
か
ら
要
介
護
認
定
を

実
施
す
る
に
は
、
関
連
の
条
例
を
６
月
議

会
に
は
提
出
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

と
こ
ろ
が
国
の
指
針
が
示
さ
れ
ず
、
関

連
条
例
案

の
内
容
や
事
業
計
画
の
美
も
示

さ
れ
ず
、
当
局
に
質
問
し
て
も

「
分
か
り

ま
せ
ん
」
の
返
事

の
み
。
校
計
委
員
会
は

開

い
て
も
議
論
が
企
く
出
来
な

い
状
態

に

な

っ
て
い
ま
す
．

保
険
料
で
介
護
の
善
し
悪
し
決
ま
る

介
護
保
険
制
度
説
明
資
料

「市
町
村

の

サ
ー
ビ
ス
の
水
準
と
保
険
料
の
基
準
額
」

で
は
、
高
齢
者
の
保
険
料
は
、
住
ん
で
い

る
市
町
村
の
サ
ー
ビ
ス
水
準
に
応
じ
た
も

の
と
な
り
ま
す
。

施
設
や
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
な
ど
が
多
く

サ
ー
ビ

ス
が
充
実
し
て
い
る
市
町
村
で
は

保
険
料
は
高
く
な
り
、
反
対
に
サ
ー
ビ
ス

が
少
な

い
市
町
村
で
は
保
険
料
は
低
く
な

り
ま
す
と
書

い
て
あ
り
ま
す
。

保
険
料

（国
基
準
額
２
　
６
０
０
円
）

は

「強
制
加
入
の
掛
け
捨
て
」

の
公
的
制

度
で
す
。

要
介
護
認
定
の
問
題
点

民
主
医
療
機
関
連
合
会

（民
医
連
）
で

は
、
全
国
で
３
万
人
、
県
下
で
千
２
百
人

に
つ
い
て
、
現
に
介
護
を
受
け
て
い
る
人

の
実
態
調
査
を
実
施
し
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
人
た
ち
が
厚
生
省
基
準
に
よ

る
介
護
認
定
を
受
け
る
と

「
ほ
ぼ
自
立
」

と
認
定
さ
れ
、
先
合
に
介
護
か
ら
除
外
さ

れ
る
人
が
約
２０
％
、
ぃ
ま
ま
で
要
介
護

５

と
さ
れ
て
い
た
人
（全
体
の
３
８
　
８
％
）

の
う
ち
か
な
り
の
人
が
、
要
介
護
２
と
不

当
に
低
く
認
定
さ
れ
る
な
ど
の
問
題
が
で

ま
す
。認

定
さ
れ
て
も
利
用
料
払
え
な

い

一
例
．
「
脳
年
中
後
遺
症

で
痴
呆
症
」

の
お
年
寄
り
。
週
６
日
２‐
時
間
の
ホ
ー
ム

ヘ
ル
パ
ー
派
遣
で
現
れ
は
措
置
費

の
た
め

自
己
負
担
な
し
，

介
護
保
険
に
な
る
と
、
週
２
日
５
時
間
、

介
護
サ
ー
ビ
ス
を
４
分
の
１
に
お
と
し
て

も
自
己
負
担
は
２
万
円
に
な
る
。

民
医
連

の
調
査
で
は
、
介
護
保
険

の
利

用
村
が
払
え
る
と
答
え
た
人
は
１９
％

（保

険
料
が
払
え
る
は
４‐
％
し
か
ぃ
ま
せ
ん
で

し
た
。共

倒
れ
の
老
人
介
護

民
医
連

の
調
査
に
よ
る
と
、
同
居
し
て

い
る
人

で
介
護
し
て

い
る
人
は

８
１

５
％
介
護
者
の
続
柄
は
、
配
偶
者
３
５

ｏ

６
％
子

３
３
　
２
％
、
子

の
配
偶
者

２

６
　
５
％
の
順
に
な

っ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
介
護
者
の
年
令
は
６５
歳
未
満

が
５
５

●
４
％
、
６５
歳
以
上
７４
歳
未
満
が

２
５

・
９
％
、
７５
歳
以
上
が
１
７
　
７
％

で
要
介
護
者
を
高
齢
者
が
介
護
し
て
お
り
、

し
か
も
、
介
護
者

の
健
康
状
態
は
、
「
健

康
に
心
配
な

い
」
は
２
４

・
９
％
で

「治

療
中
」
が
３
１
％
も
お
り
、
現
在
で
も
介

護
者
が
要
介
護
者

の
予
備
軍
と
な

っ
て
い

る
の
に
介
護
制
度
が
実
施
さ
れ
た
ら
、
さ

ら
に
要
介
護
者
が
増
え
る
の
で
は
な

い
で

し
よ
つヽ
カ

吉
情
の
殺
到
が
予
測
さ
れ
る
認
定

今
年
１０
月
か
ら
各
市
町
村
で
訪
問
調
査

と
医
師

の
意
見
書
に
も
と
づ
く

「
介
護
認

定
審
査
会
」
の
審
査
　
判
定
が
行
わ
れ
、

１１
月
に
は
判
定
結
果
が
通
知
さ
れ
ま
す
。

認
定
に
不
服
の
場
合
は
、
県
に
設
置
す
る

「介
護
保
険
審
査
会
」
に
審
査
請
求
す
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。

県
内
の
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
ヘ
の
入

所
希
望
の
待
機
者

７
千
人
。
デ
イ
サ
ー
ビ

ス
が
利
用
で
き
る
人
が
６３
％
と
い
う
現
状

で
は
音
情
が
殺
到
す
る
こ
と
が
考
え
ら
れ

ま
す
。「

こ
だ
ま
会
」
で
の

相
談
窓
回
は
必
要

会
員
さ
ん
の
中
に
は
、
ひ
と
り
暮
し
の

方
や
近
所
付
き
合

い
の
無

い
人
も
居
ら
れ

る
。
介
護

の
問
題
で
誰
に
相
談
し
て
よ
い

や
ら
迷
う
の
で
は
…
。
出
来
た
ら
こ
だ
ま

会
で
も
介
護
の
相
談
窓
口
を
設
置
し
た
ら

ど
う
で
し
ょ
う
。

（川
井
弘
次
）
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=公 的年金の資金スライ ドを凍結=

政府は早急に解除法案の提出を

財
政
再
計
算
期
で
あ
る
今
年

の
４
月
に

む
け
て
進
め
ら
れ
て
き
た
政
府
　
厚
生
省

の
年
金

「改
正
」
の
ス
ケ
ジ

ュ
ー
ル
は
大

き
な
遅
れ
を
み
せ
て
い
ま
す
。
な
に
よ
り

も
景
気
の
低
迷

の
な
か
で
銀
行
故
清
と
相

変
わ
ら
ぬ
ゼ
ネ

コ
ン
を
中
心
と
し
た
、
公

共
予
算

の
投
入
に
国
民
の
き
び
し

い
批
判

が
高
ま
り
、
年
金
　
医
療
　
介
護
な
ど
ｌｉ

会
保
障
の
後
退
を
阻
止
す
る
運
動
が
前
進

し
て
い
る
。
政
府
は
今
年
度
、
厚
生
年
金

国
民
年
金
保
険
料

の
引
上
げ
を
断
合
し
、

凍
結
せ
ざ
る
を
え
な
く
な

っ
た
。

従
来
、
共
産
党
を
除
く
他
の
与
野
党
が

足
並
み
を
そ
ろ
え
て
年
金
の
改
悪
を
す
す

め
て
き
た
が
今
年

の
地
方
選
挙
や
近
づ
く

総
選
挙
を
ま
え
に
各
党
の
政
策
に
若
干
変

化
が
で
て
お
り
、
与
党
の
自
民
　
自
由
両

党
の
協
議
も
結
論
は
５
月
連
体
明
け
に
の

び
て
い
る
。
今
国
会
の
年
全

「改
正
」
法

案
審
議
は
５
月
以
降
に
本
格
化
す
る
が
、

基
礎
年
金
の
国
庫
負
担
率
引
上
げ
な
ど
は

年
金

の
将
来
に
大
き
な
影
響
を
与
え
る
。

そ
れ
は
そ
れ
と
し
て
４
月
か
ら
全
く
と

一言
っ
て
よ
い
ほ
ど
国
会
審
議
も
な
く
年
金

の
改
悪
が
実
施
に
う

つ
さ
れ
た
、

い
わ
ゆ

る
年
金

の

「賃
金
ス
ラ
イ
ド
の
凍
結
」
で

あ
る
。
年
金
は
毎
年
実
施
さ
れ
る
物
価
ス

ラ
イ
ド
と
と
も
に
５
年
ご
と
の
財
政
再
計

算
期
に
勤
労
者

の
賃
金
上
昇
な
ど
に
合
わ

せ
て
年
金
額
の
引
上
げ
を
実
施
し
て
き
た
。

と
こ
ろ
が
政
府
は
財
政
危
機
を
理
由
に
引

上
げ
法
案
を
た
だ
さ
ず
に
今
年
度
予
算
を

早
々
と
通
過
さ
せ

「
ほ

っ
か
む
り
」
し
た

ま
ま

「
束
結
」
し
て
し
ま

っ
た
の
で
あ
る
．

年
金
の
受
給
者
に
も
ほ
と
ん
ど
知
ら
さ
れ

て
い
な

い
ま
ま
で
あ
る
。
本
来
で
あ
れ
ば

物
価
ス
ラ
イ
ド
０
　
６
％
と
賃
金
ス
ラ
イ

ド
４
％
が
４
月
分
か
ら
上
る
は
ず
だ

っ
た

の
で
あ
る
。
４
％
ア
ッ
プ
の
被
害
は
将
来

つ
づ
く
の
で
意
外
と
大
き

い
。

４
月
８
日
付
、
朝
日
新
聞
朝
刊
に

「
公

的
年
金
の
賃
金

ス
ラ
イ
ド
を
実
施
し
て
下

さ
い
」
と
言
う
タ
イ
ト
ル
で
１
頁
の
半
分

大
の
意
見
広
告
が
で
て
い
た
。
全
国
私
学

共
済
年
金
者
　
シ
ル
バ
ー
　
ユ
ニ
オ
ン
が

掲
載
者
で
あ
る
。
ど
ん
な
組
織
な
の
か
、

は
じ
め
て
聞
く
が
私
立
学
校
教
職
員
の
退

職
者
の
組
織
で
あ
ろ
う
。
内
容
も
年
金
月

額
二
十
六
万
円
者
で
年
金
凍
結
　
預
金
利

息
減

，
医
療
費
増

・
介
護
保
険
料
で
年
間

百
万
の
収
入
が

″金
わ
れ
る
″
と
訴
え
、

最
後
に

「全
国
の
年
金
者
の
み
な
さ
ん
、

怒

っ
て
下
さ
い
！
そ
し
て
、　
一
人
ひ
と
り

が
、
政
府
、
国
会
に
賃
金

ス
ラ
イ
ド
の
実

施
を
手
紙
、
電
話
で
強
く
希
望
し
ま
し
ょ

つヽ
。
」
と
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。

賃
金
ス
ラ
イ
ド
凍
結
解
除
の
運
動
は
年

金
法
改
悪
阻
止
と
合
わ
せ
て
、
新
し
く
政

府
に
法
案
を
出
さ
せ
る
運
動
に
な
り
ま
す
。

ち
な
み
に
賃
金

ス
ラ
イ
ド
凍
結
に
つ
い

て
各
党
の
意
見
は
３
月
３‐
日
付
朝
日
新
聞

に
よ
れ
ば
次

の
と
お
り
で
す
。

（賛
成
）
自
民
　
自
由
　
公
明

（反
対
）
共
産
　
社
民

（保
留
）
民
主

（山
口
順
久
）

こだま会人間

あなたの健熊とご家族の幸せのため、

年 1回 の人間 ドックを受けて安t しヽた生

活を送るようおすすめいたします。財団

法人結核予防会神奈川県支部では、最新

の医療機器と優秀なスタッフによる人間

ドックをかながわクリニックとカワサキ

ヘルスクリニックで行っております。こ

だま会々員とご家族の十様のご利用をお

待ちしております。

ご予約はこだま会事務局までお願いし

ます。

受診時間 午 前半日

(食事券の用意がございます)

検査項 目 問 診 診 察 血 圧測定 身

長、体重測定 尿 校査 便 検

ドックのご案内

査 胸 部X線 検査 冒 部X線

検査 超 音波検杏 心 電図校

査 限 氏検合 限 圧校査 肺

機能検在 I■波検査 聴 ブ」ll

定 (婦人科、乳房 十 常検合

一別料金)

結果指導 後 日、而接指導 (希望者)を

行い、専門にの紹介も致 しま

す。

割引料金 会 員及びご家族ともに善」引十1

(税】U) 金 でご利用できます。

人間 ドック 38000円

(一般料金 42000円 )

婦人科検診 7,000円

(一般料金 8,000円 )

検 診 日 月 曜日～土曜日 (第1、第 3)
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意
識
的
に
来
の
締
結

毎
日
の
健
康
法
代
謝
機
能
高
め
る

夏
は
発
汗
量
が
増
え
、
水

分
が
足
り
な

い
と
、
脱
水
症

状

に

つ
な
が
る
。

マ
ラ
ソ
ン

や
サ

ッ
カ
ー
の
選
手
が
、
競

技
中

に
体
詞
調
整

の
た
め
水

分
補
給
す
る
の
を
見
か
け
る

が
、
こ
れ
は
運
動
選
手
だ
け

で
な
く

一
般
人
に
も
有
効
な

健
康
法
だ
。

人
体

の
六
〇
％
以
上
は
水

分

で
構
成
さ
れ
、
新
陳
代
謝

で
老
廃
物
は
尿
と
し
て
体
外

に
排
出
さ
れ
る
。

フ
ラ
ン
ス

産

の
ミ
ネ
ラ
ル
ウ
オ
ー
タ
ー

を
発
売

し
て
い
る
カ
ル
ピ

ス

は
、
定
期
的
な
水
分
補
給

に

よ

っ
て
新
陳
代
謝
機
能
を
正

常

に
維

持

す

る

「
ウ

オ
ー

タ
ー

ロ
ー
デ
ィ
ン
グ
」

に
若

日
。　
一
九
九
二
年
か
ら
、
順

天
堂
大
学

ス
ポ
ー
ツ
健
康
科

学
部

の
高
岡
郁
夫
助
教
授
と
研

究
を
進
め
て
い
る
。

ウ
オ
ー
タ
ー
ロ
ー
デ
ィ
ン
グ

は
、
試
合
前
か
ら

一
定
量

の
水

一ミ

ネ
ラ
ル
ウ
オ
ー
タ
ー
）
を

定
間
隔

で
飲
む

こ
と

で
、
常

に
体
を
水
分
で
満
た
し
て
お
く

調
整
法
だ
。

の
ど
が
渇

い
て
か

ら
飲
む

の
で
な
く
、
あ
ら
か
じ

め
意
識
的

に
水
分
補
給
し
て
お

く
点

が
特
徴
。
同
社

は
、

「末

分
補
給

で
■
活
を
活
性
化
で
き
、

忙
し

い
現
代
人
に
も
適
し
た
健

康
法
だ
」
と
推
奨
す
る
。

補
給
景

の
目
安
は
、　
一
回
王

百
二
十

∝
以
下
、　
一
時
間

で
八

百

∝
に
と
ど
め
る
。
適
温
は
十

工
度
。
朝
日
宣
め
た
と
き
、
入

浴
前
後
、
寝

る
前
な
ど

に
水
を

飲
む
だ
け
で
よ

い
。
床
が
無
色

透
明
に
な

っ
た
り
、
便
辺
が
良

く
な
る
と
　
効
果
が
出
始

め
た

証
拠
だ
〓
日
常
ｉ
活

で
効
果
的

な

の
は
　
飲
酒
い

や
連
動

で
汗

を

か

い
た
と

き

な

ど
一　
ア

ル

コ
ー
ル
に
は
利
尿
作
用
が
あ
―，
、

体
が
脱
ホ
症
状
気
味

に
な

っ
て

い
る
。
飲
河
前
後

に
水
分
を
補

給
す
る
と
　
体
調

の
回
復

が
早

ま
る
。
同
社
は

「仕
事
中

に
手

近

な
と

こ
ろ

に
ミ
ネ

ラ

ル
ウ

オ
ー
タ
ー
を
置

い
て
　
少

し
ず

つ
飲
む
習
慣
を
岩
け

て
は
」
と
、

オ

フ
ィ
ス
で
の
実
施
を
提
案
す

る
。ま

た
、
美
容
面
で
も
効
果
が

見

ら
れ
て
い
る
。
全
身

の
皮
膚

に
は
、
約
九
出

の
水

が
蓄
え
ら

れ
て

い
る
。
同
社
と
高
岡
助
敦

授

が

一
カ
月

間

ウ

オ
ー

タ
ー

ロ
ー
デ
ィ
ン
グ
を
体
験

し
た
Ｏ

Ｌ
を
対
象

に
、

「化
粧

の
乗

り

共
合
」

や

「
肌

の
張
り
」
な

ど

に
つ
い
て
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査

し
た
と

こ
ろ
、
「良

い
岩

や

や
良

い
」

「
ど
ち

ら
か
と

い

え
ば
良

い
」

の
、
肯
定
的
回

合
が

い
す
れ
も
八
〇
％
以
上

に
上

つ
た
．
同
社

で
は

「年

を
取
る
と
体

の
水
分
が
減

る

の
で
　
代
謝
機
能
を
高

め
る

の
に

い
い
」
と
、
高
齢
者

に

も
勧
め
て
い
る
。

神
奈
川

（１０

６

‐２
）

特

に
中
高
年

に
は
仕
活
習
慣
病
を
予

防
す
る
た
め
に
も
野
菜
は
欠

か
せ
な

い
。

「分
か

っ
て
い
る
け
ど
食

べ
る
機
会
が

な

い
」
と
男
性
は
口
を
そ
ろ
え
る
が
、

そ
こ
は
工
夫
次
第
だ
．

自
宅

で
野
菜
を
取

る
　
番
良

い
方
法

は
み
そ
汁

に
人
れ
る
こ
と
，
キ

ャ
ベ
ツ

や
タ

マ
不ヽ
ギ

　

ニ
ン
ジ

ン
な
ど
な
ど

…
‥
．
な
べ
の
中

で
煮
込

み
、
柔
ら
か

く
な

っ
た
ら
、
味
噌

（み
そ
）
を
入
れ

れ
ば
出
来
上
が
る
。
み
そ
汁
な
ら
ば
多

め
に
作

っ
て
、
取
り
置
き

で
き
る
。
前

日
の
夜

に
作

っ
て
お

い
た
具
だ
く
さ
ん

の
み
そ
汁

に
卵
を
落
と
し
て
温
め
直
し

ご
は
ん
と
納
豆
を
添
え
れ
ば
、
栄
差

バ

ラ
ン
ス
の
取
れ
た
朝
食

に
も
な
る
。
み

も
っ
と
野
菜
を
〃

そ
汁

の
作
り
方
く
ら

い
は
妻
か
ら
習

っ

て
お
く

べ
き
だ
。
野
業
“
≡
、
単
色
野

菜

二
百
イ

の
合
わ
せ
て
三
百
子
が
目
安
。

大
切
な

の
は
毎
日
、
野
菜
を
食

べ
る
こ

と
。
最
初

に
気
張

っ
て
、
手

の
込
ん
だ

料
理
を
し
よ
う
と
し
て
も
、
調
理

に
慣

れ
ぬ
男
性
は
途
中

で
控
折
し
が
ち
だ
。

コ
ン
ピ

ニ

エ
ン
ス

ス
ト

ア
や

ス
ー

パ
ー
で
売

っ
て
い
る
カ

ッ
ト
野
菜

や
令

凍
野
業
を
使

っ
て
も

い
い
。
ト

マ
ト
や

キ

ュ
ウ
リ
を
九
か
じ
り
し
て
も

い
い
。

調
型

の
手
間
暇
は
省

い
て
、
長
続
き
さ

せ
よ
う
．

【食
生
活

ア
ド
バ
イ
ザ
ー

宗
像
　
伸
子
談
か
ら
）

日
経
「

・
４
　
‐１

脳卒中防止 運動が効果
回復にも貢献 神 奈'10010 2)

活
発
な
運
動
は
脳
年
中

の
発

生
を
防
ぐ
だ
け
で
な
く
、
回
復

時

の
運
動
機
能
促
進
に
も
役
立

つ
―
。
米
国
か
ら
こ
ん
な
報
告

が
届

い
て

い
る
。

米

ハ
ー
バ
ー
ド
大

の
公
衆
衛

■
学
部

の
研
究
者
が
卒
業
生
約

一
万

一
千
人
を
対
象
に
調

べ
た

結
果

に
よ
る
と
　
毎
日

一
時
間

の
速
歩

に
匹
敵
す
る
運
動
を
週

五
日
続
け
る
と
　
脳
卒
中
発
生

の
危
険
■
を
半
分

に
減
ら
せ
る

こ
と
が
分
か

っ
た
。

同
様

に
週
五
日
間
、
三
十
分

の
速
歩

に
匹
敵
す
る
運
動
を
統

け
る
と
危
険
性
を
二
四
％
減

ら

せ
る
と

い
う
。

い
ず
れ
も
喫
煙

や
飲
酒
、
血
圧
な
ど

の
要
因
を

考
え
合
わ
せ
て
も
、
運
動

の
効

果
が
認
め
ら
れ
た
。

ま
た
、
カ

ン
ザ

ス
大
医
療

セ

ン
タ
ー
の
研
究
に
よ
る
と
、
脳

卒
中

で
倒
れ
た
人

の
場
合
、
集

中
的
な
運
動
プ

ロ
グ
ラ
ム
の
実

施

が
運
動
機
能

の
回
復

に
効
果

的
な

こ
と
が
分
か

っ
た
。

同
セ

ン
タ
ー
は
、
脳
卒
中
治

療
後

の
二
十
人
を

ニ
グ
ル
ー
プ

に
分
け
、
片
方
は
週
三
日
、
歩

行

や
階
段
上
り
、
ダ
ン
ス
、
サ
イ

ク
リ
ン
グ
な
ど
を
実
施
、
他
方

は
家
事

や
ボ
ウ
リ
ン
グ
な
ど
軽

い
運
動

⌒作
業
）
を
三
カ
月
行

っ

た
結
果
、
活
発
な
運
動
を
し
た

グ
ル
ー
プ
で
運
動
機
能

に
大
き

な
改
善
が
見
ら
れ
た
と

い
う
。
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成
年
後
見
制
度

改
正
の
ポ
イ
ン
ト

長
寿
は
古
く
か
ら
人
間
の
最
高

の
願

い

で
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
高
齢
に
な
る
に
つ

れ
て
困

っ
た
こ
と
も
起
こ
り
ま
す
。
判
断

能
力

が
麦
え
た
り
、
失
わ
れ
た
り
す
る

ケ
ー
ス
が
増
え
て
き
ま
す
。
痴
ほ
う
性
高

齢
者

の
増
加
に
伴

い
、
そ
の
保
護
を
ど
う

す
る
か
、
近
年
、
大
き
な
問
題
に
な

っ
て

き
ま
し
た
。
そ
れ
に
応
え
よ
う
と
す
る
の

が
、

い
ま
、
国
会
に
提
出
さ
れ
て
い
る
民

法
等
改
正
案
で
す
。

禁
治
産

・
準
姿
治
産
の
二
類
型
か
ら

後
見

・
保
佐

・
補
助
の
三
類
型

ヘ

現
行
民
法
に
は
、
禁
治
産
と
準
禁
治
産

と

い
う
二
種
類
の
後
見
制
度
が
あ
り
ま
す
。

禁
治
産
者
は
単
独
行
為
が
で
き
ず
、
後
見

人
が
禁
治
産
者
の
療
養
や
看
護
を
行

い
、

そ
の
財
産
の
管
理
及
び
財
産
に
関
す
る
法

律
行
為

の
代
理
を
し
ま
す
。
禁
治
産
者
は

日
常
生
活
に
必
要
な
買

い
物
も
で
き
ず
、

ま
た
、
後
見
宣
告
の
事
実
が
戸
籍
に
記
載

さ
れ
ま
す
。

準
禁
治
産
者
に
は
保
佐
人
を
付
け
ら
れ
、

重
要
な
財
産
上
の
行
為
に
つ
い
て
は
、
保

佐
人
の
同
意
を
必
要
と
し
、
同
意
を
得
な

い
で
そ
の
よ
う
な
行
為
を
し
た
場
合
に
は
、

こ
れ
を
取
り
消
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。
し

か
し
、
そ
の
他

の
行
為
は
、
単

独
で
完
全
に
有
効
に
行
う
こ
と

が
で
き
ま
す
。
保
佐
人
に
は
代

理
権
は
な
い
の
で
、
準
禁
治
産

者
の
財
産
上
の
行
為
は
、
す
べ

て
準
禁
治
産
者
が
自
ら

（単
独
に
又
は
同

意
を
得

て
）
行
う
こ
と
に
な
り
ま
す
す
こ

の
場
合
も
戸
籍

へ
の
記
載
が
行
わ
れ
ま
す
．

民
法
改
正
案
で
は
、
現
行

の
禁
治
産

準
禁
治
産
類
型
を
改
め
て

「後
見
」

「保

佐
」
と
し
、
こ
れ
に
、

い
ま
ま
で
な
か

っ

た
軽
度

の
痴
ほ
う
、
知
的
障
害
者
を
対
象

と
す
る

「補
助
」
が
新
設
さ
れ
て
三
類
型

に
な
る
ほ
か
、
制
度
を
利
用
し
や
す
く
す

る
た
め
に
い
く

つ
か
の
改
善
が
な
さ
れ
ま

す
。「後

見
」
は
現
行

の

「禁
治
産
」

に
相

当
す
る
類
型
で
す
が
、
ど
本
治
産
」
と
は

異
な
り
、
日
用
品
の
購
入
な
ど
日
常
的
な

行
為
に
つ
い
て
は
本
人
の
決
定
が
尊
重
さ

れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

「保
佐
」
は
、
現
行

の

「準
禁
治
産
」

に
相
当
す
る
類
型
で
あ
り
、
現
行
通
り
、

借
財
、
不
動
産
の
処
分
、
重
要
な
不
動
産

の
購
入
等
に
つ
い
て
、
保
佐
人
の
同
意
権

及
び
本
人

の
取
消
権
が
付
与
さ
れ
ま
す
が
、

新
た
に
、
本
人
保
護
の
観
点
か
ら
、
同
意

権

の
対
象
と
な
る
法
律
行
為
に
つ
い
て
、

保
佐
人
に
取
消
権
が
付
与
さ
れ
ま
す
。
ま

た
、
申
し
立
て
に
よ
り
、
本
人
の
申
し
立

て
又
は
同
意
を
要
件
と
し
て
、
特
定
の
法

律
行
為

（同
意
権

・
取
消
権
の
対
象
行
為

の
全
部
又
は

一
部
）
に
つ
い
て
保
佐
人
に

代
理
権
を
付
与
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

「補
助
」
は
、
本
人

の
同
意
又
は
申
立

て
を
実
件
と
し
て
、
家
庭
裁
判
所
の
補
助

開
始
決
定

（補
助
人
の
選
任
）
に
よ
り
、

特
定
の
法
律
行
為
に
つ
い
て
代
理
権
又
は

同
意
椎
　
取
消
権

の

一
方
又
は
次
方
を
補

助
人
に
付
≡
し
、
軽
度
の
痴
呆
者
守
を
保

護
し
よ
う
と
す
る
も

の
で
す
。
「補
助
」

対
象
と
な
る
本
人
は
、
特
定
の
法
律
行
為

（例
え
ば
預
金

の
管
理
、
遺
産
分
割
、
介

護
契
約

の
締
結
等
）
を
補
助
人
に
代
理
し

て
も
ら
う
こ
と
が
で
き
る
と
と
も
に
、
本

人
が
補
助
人
の
同
意
を
得
な

い
で
し
た
特

定

の
法
律
行
為

（金
銭
の
貸
借
、
不
動
産

の
処
分
、
重
要
な
動
産
の
購
入
等
）
は
本

人

（及
び
補
助
人
）
が
取
り
消
す
こ
と
が

で
き
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

任
意
後
見
制
度
の
創
設

ま
た
、
今
度
の
改
正
で
は
、
任
意
後
見

契
約
に
よ
る
任
意
後
見
制
度
が
創
設
さ
れ

ま
す
。
こ
れ
は
正
常
な
判
断
力
を
有
し
て

い
る
段
階
で
、
判
断
力
を
失

っ
た

（痴
ほ

う
症
に
な

っ
た
）
後
の
後
見
を
特
定

の
人

（法
人
を
含
む
）
と
契
約
し
て
お
く
も
の

で
す
。
こ
の
契
約
は
公
正
証
書
に
よ
ら
ね

ば
な
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
こ
の
場
合
、
任

意
後
見
人
の
権
利
乱
用
を
防
ぐ
た
め
、
家

庭
裁
判
所
が
住
意
後
見
監
督
人
を
選
任
し
、

監
督
人
が
後
見
人
を
監
督
す
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。
法
人
が
後
見
人
に
な
る
こ
と
が

で
き
る
ほ
か
、
複
数

の
後
見
人
を
認
め
る

制
度
も
導
入
さ
れ
ま
す
。
こ
の
制
度
は
高

齢
者

の
利
用
可
能
性
が
高

い
と
思
わ
れ
ま

す
。

戸
籍
記
載
制
度
の
廃
止
と
登
記
制
度
の
創
設

禁
治
産
宣
告

・
準
禁
治
産
宣
告
を
受
け

た
場
合
、
前
述
の
よ
う
に
戸
籍
に
記
載
さ

れ
て
い
ま
し
た
が
、
今
度
の
改
正
案
に
よ

る
と
、
そ
の
制
度
は
廃
止
さ
れ
、
成
年
後

見
全
記
制
度
が
創
設
さ
れ
ま
す
。
戸
籍

ヘ

の
記
載
が
、
後
見
制
度
を
利
用
し
に
く

い

も
の
に
し
て
い
る
と
の
批
判
が
あ

り
ま
し
た
か
ら
、　
一
歩
前
進
と
言

えヽ
をュ
ー
し
ょ
つヽ
。

（注
）
こ
の
原
稿
を
執
筆
し
て
い

る
段
階
で
は
、
ま
だ
、
国
会

の
審

議
が
始
ま

っ
て
い
な
い
の
で
、
審

議
の
過
程
で
修
正
さ
れ
る
可
能
性

も
あ
る
こ
と
を
付
記
し
て
お
き
ま

す
。
　
　
　
　
　
　
（生
方
　
武
羅
夫
）

現

行

制

度

改

正

案

（理
度
の
痴
ほ
う
な
ど
〉
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環境保全な
餓域震業像撮製

O②

古黄
せ

影

01D

環
境
保
全
と

地
域
農
業
の
振
興

小
川
　
政
則
著

筑
波
書
房
／
９８

・
‐０
刊

定
価
二
、
五
〇
〇
円
十
税

淳
ヽ

や
、
経
付
条
件

・
流
通
　
販
売
の
整
備
、

地
域
対
策
な
ど
結
合
的
な
条
件
整
備
が
必

要
と
さ
れ
て
い
ま
す
〓

著
者
は
こ
の
よ
う
な
聞
担
と
と
も
に
地

域
農
業

の
振
興
を
　
体
的
に
取
―サ
祖
む
こ

と
の
こ
愛
＝
を
指
摘
し
、
第

１
部
環
境
保

全
と
地
域
農
業
の
発
展
、
わ
２
部
有
機
物

リ
サ
イ
ク
ル
の
現
状
と
方
向
、
第

３
部
環

境
保
全
型
農
業

の
取
れ
み
中
例
、
第

４
部

近
郊
農
米
地
域

の
農
米
　
以
ド
第
６
部
に

わ
た

っ
て
地
べ
ら
れ
て
い
ま
す

【全
国
都
市
番
付
】

住
民
サ
ー
ビ
ス
こ
こ
が

一
番

日
本
経
済
新
同
社
／

日
経
産
業
研
究
所

・
編

水
道
料
金
な
ど
の
公
共
料
金
か
ら
、
区

庁
や
福
祉

の
水
準
、
学
校

へ
の
パ
ソ
コ
ン

導
入
イ
や
図
書
館
事
情
、
保
育
因
の
設
置
、

さ
ら
に
は
環
境

へ
の
と
り
く
み
ま
で
、
さ

ま
ざ
ま
な
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
ヽ
数
化
し
、

ど
の
白
治
体
が
一暑
ら
し
や
す

い
の
か
を

一

覧
に
し
た

「
通
信
神
」
で
す
。

そ
れ
に
し
て
も
、
水
道
料
金
で
最
高
八

倍
、
住
民
票
の
発
行
子
数
料
で
四
倍
と

い

う
公
共
料
金
の
格
た
に
改
め
て
驚
か
さ
れ

ま
す
。
来
年

四
月
か
ら
介
護
保
険

が

ス

タ
ー
ト
し
ま
す
が
、
人
口
あ
た
り
の
ホ
ー

ム
ヘ
ル
ネ
ー
数
に
敗
十
倍
の
開
き
が
あ
る

な
ど
、
福
祉
や
Ｌ
求
の
格
差
も
深
刻
ｃ
同

じ
住
民
枕
を
払

っ
て
い
る
の
に
、
あ
ま
り

に
不
公
平
！
と
な
り
た
く
な
る
人
も

い
る

の
で
は
‥
じ

行
政
の
透
明
性
や
住
民
参
加

へ
の
行
政

側
の
意
識
に
つ
い
て
の
報
告
も
あ
り
、
三

十

一
世
紀

の
白
治
体
行
政
を
考
え
る
１．
で

も
参
考
に
な
り
ま
す
。

（日
本
経
済
新
聞
社
　
１
５
０
０
円
十
税
）

↑
県
職
労
」
９９
　
５
　
１
）

み
う
ら
半
≧
中

路
傍

の
歳
時
記

宇
野
喜

三
郎
著

申
野
　
激
　
絵

神
奈
川
新
同
社
９９

・
４
刊

定
価

一
、
八
五
七
円
十
税

夫
が
文
章
を
書
き
、妻
が
挿
絵
を
描
く
。

ぴ

っ
た
り
呼
吸
の
あ

っ
た
組
合
せ
に
よ
る

随
筆
集
は
、　
一
九
九
六
年
か
ら
二
年
十

に

わ
た

っ
て
神
奈
川
新
聞
に
隔
週
連
載
さ
れ

好
計
で
、
本
に
ま
と
め
た
も
の
で
す
。

三
浦
半
島

の
美
し
い
四
季
を
、
路
傍
の

車
化
や
木

々
の
移
り
変
わ
り
を
、
懐
か
し

い
年
中
行
事
な
ど
を
見

つ
め
て
、
旬

の
話

題
を
解

い
タ

ッ
チ
で
つ
づ
る
争
者
の
意
図

を
、
挿
絵
で
は
見
事

に
実
現
し
て
い
ま
す
。

散
文
と
塁
絵
風
ス
ケ
ッ
チ
で
、
季
節
に

は
づ
く
三
浦
半
鳥

の
花
鳥
風
月
な
ど
が
豊

か
に
、
そ
し
て
自
然
は
い
い
な
と
楽
し
く

し
て
く
れ
ま
す
。

著
者
は
、
鎌
倉
女
学
院
中
　
高
校
の
校

長
先
生
、
神
奈
川
県
庁
の
Ｏ
Ｂ
で
も
あ
り

ま
す
。
触
夫
人
は
、
国
画
院
会
友
、
国
画

展
な
ど
で
数
多
く
受
賞
さ
れ
、
挿
絵
を
摘

か
れ
た
本
も
あ
り
ま
す
。
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小
川
氏
は
県
農
業
結
合
研
究
所
、
県
農

業
経
営
専
門
技
術
員
な
ど
に
勤
務
さ
れ
た

「
こ
だ
ま
会
」
の
メ
ン
バ
ー
で
す
。
長
年

の
音
産
経
営

。
経
営
診
断
　
環
境
保
全
な

ど
の
調
査
研
究
や
相
談
活
動

の
集
積
と
し

て
ま
と
め
ら
れ
た
の
が
、
こ
の
本
で
す
。

農
業
分
野
で
は

〓
九
七
〇
年
代
か
ら

一

部
の
農
業
関
係
者
や
消
費
者
運
動
に
よ

っ

て
、
環
境
や
健
康
に
及
ぼ
す
影
響
を
か
え

り
み
て
、
無
農
業
や
有
機
肥
料
栽
培
な
ど

農
業
生
産

の
見
向
し
が
行
わ
れ
て
き
ま
し

た
。
わ
が
同
の
環
境
保
全
型
農
業

へ
の
転

換
は
ま
だ
ま
だ
で
　
技
術
体
系

の
組
立
て
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